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「
外
来
種
」
と
は
、
人
間
の
活
動
に

よ
っ
て
、
も
と
も
と
い
な
か
っ
た
国
や

地
域
に
運
び
込
ま
れ
た
動
植
物
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
現
在
、
日
本
に
は
約
２

千
種
も
の
外
来
種
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

旭
川
に
も
、
上
で
紹
介
し
て
い
る
よ
う

な
様
々
な
外
来
種
が
生
息
し
て
お
り
、

農
作
物
へ
の
被
害
や
、
住
居
へ
の
侵
入
、

ま
た
、
生
態
系
へ
の
悪
影
響
な
ど
が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
外
来
種
の
生
態
や
外
来
種

が
及
ぼ
す
影
響
と
、
市
や
市
民
団
体
が

取
り
組
ん
で
い
る
対
策
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

外来種が私たちの暮らしや生態系に与える影響を考えます

【詳細】環境総務課　25・5350

STOP!

「外来種」
特集

原産は北アメリカ。1980年代のテレビアニメを

きっかけにペットとして販売され、逃げ出した

り捨てられたりした個体が自然界で繁殖。成長

とともにどう猛になり、その旺盛な食欲と繁殖

力、さらに、日本には天敵がいないため、生態

系への影響や農作物・人的被害が大きな問題に

よく似ていますが、顔やしっぽなどで

見分けることができます

アライグマの顔には眉間に黒い筋がある

アライグマのしっぽには黒い縞模様がある

アライグマアライグマと

エゾタヌキの見分け方

原産はヨーロッパで、観賞用に導

入。繁殖力が強い。寒冷地の種で

あり北海道での影響が大きい

フランスギク
ハウス栽培の授粉のために輸入。

それが外に逃げ、在来種のマルハ

ナバチなどに悪影響を与えている

セイヨウオオマルハナバチ
原産は北アメリカで、明治中期に

観賞用に導入。野生化し、大雪山

国立公園の植物にも影響が大きい

オオハンゴンソウ

原産はアメリカ。1920年代に食糧難解決策とし

て持ち込まれ、道内の河川等に生息が拡大。雑

食性で小魚や水生昆虫などを食べてしまうため、

水辺の生態系への悪影響が甚大。また、希少な

ニホンザリガニに対して致死率の高いペスト菌

を保有しているため、同じ生息域にニホンザリ

ガニは生息できない

ウチダザリガニ
本州から持ち込まれた国内外来種。大きいもの

で体長10㎝を超え、昆虫や在来のカエルなど何

でも食べてしまう。また、北海道にしか生息し

ていないエゾアカガエルやエゾサンショウウオ

などの水辺の生態系に大きな影響を及ぼし、さ

らに、北海道には天敵がいないため、石狩川流

域から生息域を拡大している

アズマヒキガエル

特
定
外
来
生
物
と

指
定
外
来
種外来生物法で指定する、外

来種の中で生態系や人の生

命・身体、農林水産業への

悪影響が特に大きいもの

北海道生物多様性保全条例

で指定する、道外から持ち

込まれ道内の生物多様性に

著しく影響を与える、ある

いはそのおそれがあるもの

特定
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特定
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外
来
種
が
૿
え
る
と
何
が
困
る
の
？

　外
来
種
͸
ỏ
ペ
ッ
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や
食
用
ͱ
͠
ͯ

意
図
的
ʹ
持
ち
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·
Ε
た
他
ỏ
荷
物
や

乗
Γ
物
ʹ
交
͡
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ͯ
意
図
ͤ
ͣ
ʹ
持
ち

運
͹
Ε
ͯ
͖
·
͠
た
Ố
こ
Ε
Β
ͷ
外
来

種
͕
૿
え
Δ
こ
ͱ
Ͱ
ỏ
次
ͷ
Α
う
ͳ
問

題
͕
発
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͠
ͯ
い
·
͢
Ố
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生
態
系
の
バ
ラ
ン
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す
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来
種
Λ
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΂
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来
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環
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ɹɹɹ外来種を人ʹあ͛ͯも

ɹɹɹいいͷ？

ɹɹɹ特定外来生物͸ɺ国ͷ許可ͳ

ɹɹɹく人ʹあ͛ͨΓ売ͬͨΓしͯ

͸い͚·せΜɻͦΕ以外ͷ外来種ʹ

ͭいͯ΋ɺ

許可͕必要

ͳ場合͕あ

Γ·す

外来種被害予防三原則

旭川市の取組み

外来種についͯQ&A
ペοトを飼う前に
νΣοΫしよう！

野生動物ͱ人ͱの関わΓ

アϥイάϚ

生物多様性ηϛφー

΢νμザϦΨχ防除体験όεπアー

ύネϧ展示

Q

A

ɹɹɹ特定外来生物͔ɺそΕ以外ͷ

ɹɹɹ外来種ͳͷ͔を知Δʹ͸？

ɹɹɹ市ɹʹɺ特定外来生物ͷ一覧

ɹɹɹ͕掲載͞Εͯい·すɻ·ͨɺ

普段͔Βɺ身ͷ回Γͷ生͖物や野生

生物ͱͷ関わΓ方ʹͭいͯ関心Λ持

ͪ·しΐう

Q

A

ɹɹɹ外来種ͷ動物をɺ飼っͯ͸

ɹɹɹい͚ͳいͷ？

ɹɹɹ特定外来生物Λ国ͷ許可ͳくɺ

ɹɹɹ飼う͜ͱ͸Ͱ͖·せΜɻ·ͨɺ

ͦΕ以外ͷ外来種΋届出や許可͕必

要ͳ場合͕あΓ·すɻ飼う前ʹɺ最

期·Ͱ責任Λ持ͬͯ飼う͜ͱ͕Ͱ͖

Δ͔Ͳう͔ͳͲΛ確認し·しΐうɻ

·ͨɺΉやΈʹ

繁殖͞せΔ͜ͱ

͸避͚·しΐう

外国産ͷペοトや観賞

用ͷ植物等͕ɺ逃͛ͨ

Γ自然ͷ中ʹ捨ͯΒΕ

ͨΓしͯ問題͕起͖ͯ

い·すɻペοトΛ飼う

前ʹ͸ɺ次ͷ͜ͱΛ確

認し·しΐう

ɹ農業被害ͷ防止Λ目的ʹ平成18年度͔Β捕獲

Λ始Ί·し͕ͨɺ同23年度͔Β͸生物多様性ͷ

保全΋目的ʹ加えͯ実施しɺ捕獲数͕૿加し·

しͨɻ·ͨɺ͞ΒͳΔ被害軽減ͷͨΊɺアϥイ

グϚʹＧＰＳ機能付͖ͷ首輪Λ装着しɺ行動Λ

調査・分析すΔ͜ͱͰ捕獲効率ͷ向上Λ目指し

ͯい·すɻ

΢νμザϦΨχ

ɹ市民団体ͱ協力しɺ市内ͷ河川ʹ生息すΔウ

νμザϦΨχΛɺわͳや手Ͱ捕獲すΔ防除活動

Λ実施しͯいΔ他ɺ市民ͷ捕獲体験ͳͲΛ行ͬ

ͯい·すɻ͞Βʹɺ石狩川流域ʹ͓͚Δウνμ

ザϦΨχΛ調査しɺ生息地ͷ状況把握΋行ͬͯ

い·すɻ

ɹウνμザϦΨχやアζϚ

ώΩΨエϧɺアϥイグϚͳ

ͲΛテーϚͱしͨηϛφー

Λ年ʹ数回開催しɺͦΕͧ

Εͷ生態や市ͷ対策・独自ͷ取組ΈͳͲΛ紹介ɻ多く

ͷ人ʹɺ人ͱ動物ɺ外来種ͱͷ関係ͳͲʹͭいͯ考え

ͯ΋ΒうͨΊɺ普及啓発ͷ場ͱしͯ実施しͯい·すɻ

※開催日͸本誌や市ɹͰ͓知Βせし·すɻ

ɹ公民館ͳͲͷ施設Ͱɺアϥイグ

ϚやウνμザϦΨχͳͲΛテーϚ

ʹɺύネϧ展示Λ行ͬͯい·すɻ

※開催日͸本誌や市ɹͰ͓知Βせ

ɹし·すɻ

内容ɹ江丹別川ͰウνμザϦΨχ

ͷ防除体験ɺ捕獲しͨウνμザϦ

Ψχͷ試食ɺ旭山動物園ͷ飼育員

ʹΑΔ外来種ʹͭいͯͷ講座ɹ

ͱ͖ɹ６／29㈯ɹ

９：30 ～14：30

対象・定員ɹ小学３～６年生ͱ保護者・25人

ʲ申込ʳ６／17㈪͔Β環境総務課ɹ25・5350

Q

A

ɹɹɹ特定外来生物をɺ

ɹɹɹ自分Ͱ駆除しͯもいいͷ？

ɹɹɹ特定外来生物Λ許可ͳくɺ捕

ɹɹɹ獲・駆除すΔ͜ͱ͸Ͱ͖·せ

ΜɻアϥイグϚͳͲΛ見͚ͭͨΒɺ

環境総務課へ͝連絡くͩ͞い

Q

A

アζϚώΩΨΤϧ

ɹ市民団体ͱ協力しɺ市内ͷ公園内ͷ池ʹ試験

的ʹ産卵防止用ͷネοトΛ掛͚ͯアζϚώΩΨ

エϧͷ防除活動Λ実施しͯいΔ他ɺ市民ͷ捕獲

体験ͳͲΛ行ͬͯい·すɻ

入れない

もともとの生息地͔ら、

ΉやΈʹ日本ʹ入Εͳい

捨てない

既ʹ飼育していΔ外来種を、

野外ʹ捨てͳい・逃͕さͳい

拡げない
既ʹ野外ʹ生息していΔ外来種を、

他の地域ʹ拡げͳい

□Ͳͷくらい大͖く

ɹͳΔͷ͔

□成長すΔͱɺͲう

ɹ猛ʹͳらͳい͔

□最期まͰɺ責任を

ɹ持っͯ自分͕飼育

ɹͰ͖Δ͔

STOP!ʮ外来種ʯ特集

ʲ詳細ʳ環境総務課ɹ25・5350

アϥイグϚʹΑ

Δ農作物ʢεイ

Χʣͷ被害

ɹ野生動物ʹ安易ʹ餌Λ与えΔ方͕い·す͕ɺハトや

ΧϥεɺεζメɺΩπネͳͲ͸ɺペοトͰ͸あΓ·せ

Μɻ厳しい自然ͷ中Ͱɺ自分ͷ力Ͱ食料Λ確保しͯ生

͖ͯい·すɻ野生動物ͷ生態Λ尊重しɺ餌Λ与えΔͷ

Ͱ͸ͳくɺ自然ͷ··ͷ姿Λ見守Γ·しΐうɻ
水の中の小さͳ生͖物た

ち͕長く生͖らΕΔ川ʹ

ͳΔこͱΛ目指しɺ10年

前͔らボϥンテΟΞͰɺ

ウνμザϦガニの捕獲や

調査ɺ啓発活動Λ行っͯ

いますɻ皆さΜ͕ɺ自然

のこͱΛもっͱ知っͯく

ΕΔͱうΕしいͰす

市Ͱ͸、市民団体や事業者等ͱ協力し、環境や農業、

生態系ʹ被害を与える特定外来生物ͷ捕獲や防除、生

物多様性・外来種ʹ関する知識ͷ普及啓発活動ͳͲを

行っͯいます

捕獲・

防除活動

本来ͷ

自然ͷ

たΊに

知って

΋らう

たΊに

旭川ウνμザϦΨχ

防除隊

児玉͸ͭ枝͞Μ
͜ ͩ · ɹ ɹ ɹ ɹ ɹ え

ご相談͸環境総務課ʢɹ25・5350ʣへ

アンド
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